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Training motorboats in succession to the first motorboat TSUBAME in Taisho era were not recorded in
the Centennial Hystory of Tokyo Uninersity of Mercantile Marine, so the author found and described hys-
tories of the first TSUBAME in Taisho era and the second TSUBAME in early Showa era and the third
TSUBAME used by the University in Shimizu-city after the war in this paper.
The first motorboat CHIDORI was recorded in the Centennial Hystory that she was captured by U.S oc-
cupied forces just after the end of the war and returned to the Nautical College, the predecessor to the
University, but emeritus professor of the University Shohji testified that she was left long time on Shinkawa
canal in Tokyo and siftted by his colleagues and students from there to the landing stage of the Maritime
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船舶検査済票の番号　第230-10373号.船体材質　FRP.長さ(LR) 4.5m.全長(LOR) 7m未満.幅(B) 1.99m.
深さ(D) 0.92m.主機関　ホルポペンタ115Ps*5000rPm*1機.最大搭載人貞　6人.日産自動車製造.
(4) 『かもめ』 (1986年一現役) (図414および写真4-13)｡
(5) 『せきれい』 (1986年1月24日購入一現役)｡学生課所属の本艇を写真4-14に示す｡
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図4-4　｢かもめ｣ (1981-現役)
東京商船大学の小型練習艇史(その4 )　　　　　　　　　　　　　　　　　　　77
写真4-12　｢海鳥(KAICHO)｣ (1981-現役)
(1996年8月20日　本学橋本一明教官撮影)
写真4-13　ドライドック係船中の｢かもめ｣
(1 986-現役)
(1996年1月29日　筆者撮影)
写真4-14　"せきれい　　　年～現役)
(1996年1月29日
筆者撮影撮影)
船舶検査済票の番号　第230-14881号.船型　ヤマハ17CR2.船体材質　FRP.全長　4.44m.幅1.95m.深
さ　1m.総トン数　0.4.主機関　ジョンソン船外機30RL30Ps*1.航海区域　沿海.最大搭載人貞　6人｡
8.まとめ
戦前の東京高等商船学校では兵籍にある海の若人を育てるための訓育的な教育が重視され,大型練習船明治丸
と大成丸はその教育の重要な錬成の場であり,卒業生のこころのふるさとでもあって,それらの記録は収集,編
集されて明治丸史ならびに練習帆船大成丸史として発行されている｡
これに対して小型の練習舟艇については,明治45年版と大正2年版の商船学校一覧の『第14章舟艇及其ノ練習
の第1条学生練習用トシテ備付ノ舟艇及其ノ受持左ノ如シ』の一覧表の全舟艇リストは記録としてまことに貴重
なものであるが,その後は記録らしいものを残していない｡商船学校写真帳や東京高等商船学校席上課程修了ア
ルバムなどに掲載された写真のなかには,主役の明治丸のそばに船名不祥の艇がひっそりともやっていることが
ある｡たとえば,東京高等商船学校(1936年(昭和11年11月24日発行)掲載の係留練習船明治九の写真について,
明治丸の右舷船首よりにもやう海軍の内火艇らしきものの素性は定かでない｡これらの舟艇についてはさらなる
調査が必要である｡また第1世の『ちどり』の船名の由来となった伝説の同名船を探してみたが,ついに見つけ
だすことができなかった｡
ここで調査した明治,大正期のモーターボートおよび第1と第2世の『っばめ』の経歴に関する記録も皆無な
ので,その調査はもっぱら商船学校校友会雑誌,商船学校写真帳,東京高等商船学校席上課程修了アルバムなど
に掲載された写真に依存した｡また第1世の『ちどり』および第3世の『っばめ』については当時これらの艇に
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直接関係した本学の教官であった方々の証言とこれらの艇の当時の写真に依存した｡その結果第1世の『ちど
り』は終戦後の大混乱期に東京の新川に長い間放置されていた旧海軍12m内火艇を本学のために有効利用したこ
とが明らかとなった｡
今後はその他の現役の練習艇のリストを整備するとともに,明治45年版と大正2年版の商船学校一覧の『第14
章舟艇及其ノ練習の第1条学生練習用トシテ備付ノ舟艇及其ノ受持左ノ如シ』の一覧表の全舟艇リスト同様の過
去の各年度版の復元を念願している｡
末筆ながら本調査にさいしてご教示をいただいた庄司和民東京商船大学名誉教授をはじめご協力をいただいた
方々に厚くお礼を申し上げる｡
